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「浦添市ICTエバンジェリスト」設置要項

令和２年 ４月 １日

浦添市立教育研究所

１ 設置者

浦添市立教育研究所

２ 設置目的

浦添市にICT教育を普及させることを目的として、「浦添市ICTエバンジェリスト」を任

命し、積極的にタブレット端末等を活用して頂き、浦添市情報教育の推進を図る。

３ 選定方法

上記目的を実現可能な教諭を、学校長より別紙様式にて推薦して頂き、教育研究所へ提

出する。教育研究所で審議後、推薦者を任命する。

４ 任期

任期は１年とし、再任は妨げない。

５ 活動内容

(1) 所属校で、積極的にタブレット端末等を活用した授業を実践する。

(2) 校内で、タブレット端末等を活用した授業アイデアを職員へ提供する。

(3) 教育研究所主催のエバンジェリスト研修会に可能な限り参加し、エバンジェリスト間

で情報交換やICT機器活用の最新情報の収集等を行う。

(4) 年に数回公開授業を行う（指導案の有無は問わない）。

(５) 他校のタブレット端末等を活用した授業を可能な限り参観する。

(６) ＩＣＴ活用実践事例（Ａ４様式）を作成し、提出する。

(７) 研修会や発表会等で、実践事例を可能な限り発表する。

６ 特典

(1) 他校のタブレット端末等を活用した授業を参観したり、エバンジェリスト間での情報

交換及びICT機器活用の最新情報に触れることができる。

(2) 個人用iPadを校内ネットワークに接続することができる。

(3) 申し出に応じて、研究所用iPad miniやAppleTV、ライトニングデジタルAVアダプ

タ、電子黒板機能付きプロジェクタを一定期間借用できる。

７ 活動期間

平成2８年５月より活動を開始する。

※ 令和２年 4月一部内容改訂
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浦添市ICTエバンジェリストの趣旨

•積極的にタブレット端末（iPad）を活用
して頂き、情報教育の推進を図る。

•活用例を他校に広げるとともに、情報教
育の推進を図る。

令和３年度を振り返って

５／１４ 発足式および第１回研修会
ロイロノート活用講習（初級）（Loilo 杉山氏）
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令和３年度を振り返って

６／１６ 第２回研修会（オンライン）
伝達講習「GIGAスクールをいかに駆動させるか」

国際大学ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾐﾆｹｰｼｮﾝ･ｾﾝﾀｰ 豊福 晋平 准教授の講演より

令和３年度を振り返って

８／５，６ 第３回研修会（兼夏期情報研修会）
「ClassRoom活用」「一人１台端末活用授業づくり」
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令和３年度を振り返って

１０／２７ 第４回研修会
「ロイロノート活用講習（中級）（Loilo 渋谷氏）

令和３年度を振り返って

１／１８ 第５回研修会（オンライン）
エバンジェリスト実践報告
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エバンジェリスト公開授業

11/5 港川小 下地勝大先生
４年 特活

12/14 沢岻小 比嘉良樹先生
特支 国語

ロイロノートの活用
アンケート・意見の共有

ロイロノートの活用
肢体不自由児童の国語学習

エバンジェリスト公開授業

12/3 宮城小 川村和幸先生
３年 算数

11/24 宮城小 崎村祐太先生
４年 国語

ロイロノートの活用
動画への書き込み

写真（友達のノート）への
書き込み・共有
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エバンジェリスト公開授業

11/19浦城小 城間さやか先生
１年 算数

12/15 浦添小 野原彩綾先生
４年 特活

ロイロノート 低学年での活用 ロイロノート（アンケート
動画配信・考えの共有）

エバンジェリスト公開授業

3/7 港川小 名城智美先生
５年 国語

3/10 宮城小 長賀千乃先生
４年 特活

ロイロノートの活用
（生徒間通信を活用した交流）

ロイロノートの活用
（事前アンケート・考えの共有）
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エバンジェリスト公開授業

2/4 牧港小 山城侑司先生
６年 算数

2/15 浦城小 後眞地祐太先生
３年 理科

ロイロノートの活用
シンキングツールの活用

ロイロノートの活用
実験の予想と結果のまとめ

エバンジェリスト公開授業

12/3 当山小 大城康一先生
３年 体育

9/22 神森小 渡口政尚先生
特別支援 自立（食育）

ロイロノートの活用
自作の作戦ボードを活用

ロイロノートの活用
自作の献立作成シート
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エバンジェリスト公開授業

12/6 浦添中 嶺井政仁先生
１年 理科

実験の写真・映像の活用
ロイロノートで結果の共有

2/28 神森中 宮城尚久先生
２年 美術

ロイロノートを活用した
絵画鑑賞

エバンジェリスト公開授業

7/6 浦城小 新城希菜衣先生 ６年 国語

スクールワークを活用したKeynoteの共同編集
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エバンジェリスト公開授業

6/28 仲西中 沖本群太先生 １年 総合的な学習の時間

Formsでのアンケートとクラスルームによる生徒管理

エバンジェリスト公開授業

9/22 浦城小 下地智徳先生 ６年 社会

ロイロノートによる意見の共有と
クラスルームを用いた授業の効率化

10



エバンジェリスト公開授業

12/9 沢岻小 知念誠先生 ５年 理科

TeamsとExcelを活用した実験結果の共同編集

エバンジェリスト公開授業

12/8 神森中 南武志先生 ２年 理科

Numbersとロイロノートを活用した実験結果のまとめ
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エバンジェリスト公開授業

5/14 5/25 2/4 前田小 石川 肇 先生
特別支援 生活単元 ・ ２年 図工

Viscuit（ビスケット）を活用したプログラミング教育

成果と課題

成果 １．公開授業１６回（＋未公開３回）の実施

２．全６回のエバンジェリスト研修会を開催し、
エバンジェリストのスキルアップを図った。

３．各学校でエバンジェリストがリードし、
情報教育を推進している。

課題 １．公開授業への他校からの参加が少ない。

２．ICTエバンジェリストの活動や効果があま
り見えないという意見もある。

３．「まず活用する」事例から
「効果的な活用」事例へ
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学 校 名 宮城小学校 
授 業 者 

崎村 祐太 

対 象 学 年 ４年生 
教 科 等 

国語 

単 元 名 慣用句 

ＩＣＴ環境 

□電子黒板 ■iPad（   ）  □AppleTV 

□実物投影機 ■デジタル教科書

□デジタルコンテンツ（  ）  □その他（ ） 

本時のめあて 国語辞典を作る人になったつもりで、慣用句の例文を作り、話し合おう。 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 
慣用句を使った例文を作り、ロイロノートを活用しての共有・話し合いを行う。 

指導の流れ 

１ 慣用句クイズを通して、前時を想起させる。 

２ めあての確認 

  「国語辞典を作る人になったつもりで、慣用句の例文を作り、話し合おう。」 

３ 慣用句の意味の確認をする。 

４ ８つの慣用句から自分の使いたい慣用句を選び、例文を作る。 

５ お互いの考えを共有する。 

６ 本時のまとめをする。 

指導上の 

留意点 

友達の例文を読み、良かった点・疑問点等を書き込み、ロイロノートで共有する。 

机間指導を通して、タブレットの適切な使用ができているかを確かめる。 
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学 校 名 

 

浦添市立沢岻小学校 

 

指 導 者 

 

知念 誠 

 

対 象 学 年 

 

５年 

 

教 科 等 

 

国語 

 

単 元 名 

 

タイピング大会 

 

ＩＣＴ環境 

 

 

 

 □電子黒板  ■iPad（ロイロノート）  □AppleTV 

 □実物投影機  □デジタル教科書 

 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 〇自分のタイピング目標をクリアしよう。 

 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

〇朝の学習時間や国語のちょっとした時間を活用して、ロイロノートでタイピング

大会をしました。 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①国語の学習教材文を決めて、ロイロノートを活用してタイピング大会を行った。 

②時間設定をして、学級全体競わせることで意識が高まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導上の 

留意点 

 

〇タイピング大会を行うときは、必ず自分の目標を設定してから行う。 

〇iPad を持ちかえした際は、家庭学習として教材文をタイピングさせると少しず

つレベルアップさせることができた。 

 

 

★タイピング大会を月に２回

設定し、１文字でも記録更新

を目指して楽しんで活動す

ることができた。 

 

★キーボー島アドベンチャー

も活用してタイピングの向

上をはかりました。 

★ロイロノートの活用法★ 

〇ロイロノートを活用してタイピング

練習をすると、画面の右下にタイピング

した文字数が出てくるので、自分が何文

字タイピングしたかがすぐわかります。 

また、提出箱で共有することで、友達の

文字数を確認してライバルを見つけて

自分自身の目標を設定し意欲的に頑張

ることができた。 
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学 校 名 
浦添市立 港川小学校 

 

指 導 者 
名城 智美 

 

対 象 学 年 
５年 

 

教 科 等 
国語 

 

単 元 名 
雪の夜明け（国語 巻末教材） 

 

ＩＣＴ環境 

 

 □電子黒板  □iPad（         ）  □AppleTV 

 □実物投影機  □デジタル教科書 

 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 

本時のめあて 

 

「お気に入りの表現」として選んだ表現は何か、お互いに読み合い交流しよう。 

 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

 

・自分が「お気に入りの表現」として選んだ表現をグループで共有する。 

・友だちの書いた表現を見て、感じたこと・気づいたことなどをテキストに 

書き込み送る。 

・友だちからもらった感想カードを X チャートにまとめて整理する。 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．前時までのふり返り 

（選んだ表現を打ち込んだテキスト、表現を別のもので表したテキストの確認） 

 

２．本時のめあての確認 

 

３．操作方法の確認を行う。 

 

４．ロイロノートを使って、自分が「お気に入りの表現」として選びまとめたカ

ードをグループで共有し、お互いの感想を送り合う。 

 

 

 

 

 

 

 

５．友だちからもらった感想カードを X チャートに 

まとめる。 

 

 

６．グループで選んだ表現の特徴について話し合い、  

学級で共有する。 

 

指導上の 

留意点 

 

 

 

・グループで友だち同士テキストやカードが送り合えるように「生徒間通信」を

オンにする。 

 

・操作方法に関して、適宜説明を加えながら進める。 

 （生徒間通信・X チャートへのまとめ方等） 
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学 校 名
浦添市立浦城小学校 

授 業 者 
新城 希菜衣 

対 象 学 年
６年 

教 科 等 
国語 

単 元 名
私たちにできること 

～具体的な事実をもとに提案する文章を書こう～ 

ＩＣＴ環境

☑電子黒板 ☑iPad（   ） ☑AppleTV 

□実物投影機 ☑デジタル教科書

□デジタルコンテンツ（  ）  □その他（ ） 

本時のめあて ・推敲した下書きもとに、清書をしよう。

ＩＣＴ機器の

活用場面

【導 入】教師：電子黒板（AppleTV，デジタル教科書）、iPad 

【展 開】児童：iPad 

【まとめ】教師：電子黒板（AppleTV，デジタル教科書）、iPad 

指導の流れ

【導 入】 

1,単元のめあてと本時のめあてを確認する。 

【展 開】 

2,Keynote で清書を行う。 

・あらかじめ、自分の名前を入力しておいたシートに清書をする

・グループ全員の清書が終了したら、スクールワークで提出を行う。

 

 

【まとめ】 

3,振り返りの視点を確認し、振り返りを行う。 

指導上の

留意点

・編集方法で不明な点があった場合はその都度、電子黒板で確認を行う。

・一時間以内で清書を終えるために、下書きと推敲は前時までに必ず終える。

めあて 推敲した下書きもとに、清書をしよう。 

Keynote の書式 右上に名前入力の欄

を設けたことで、児童も教師も把握し

やすい。 

互いの進捗状況を確認しながら清書を行っていく。 
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学 校 名 

 

沢岻小学校 

 

授 業 者 

 

比嘉良樹 

 

対 象 学 年 

 

6 年 

 

教 科 等 

 

国語 

 

単 元 名 

 

情報と情報とつなげて伝えるとき 

 

ＩＣＴ環境 

 

 

 

 □電子黒板  ☑iPad（ 児童用・教師用  ）  □AppleTV 

 □実物投影機  ☑デジタル教科書 

 ☑デジタルコンテンツ（ ロイロノート  ）  ☑その他（ 大型テレビ  ） 

 

本時のめあて 

 

目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係づけたりして、伝えたいことを明確にする

ことができる。 

【思 B（１）ア】 

 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

 

○iPad→肢体不自由の児童が iPad のキーボード機能を活用して「書く活動」がで

きるようにするため。 

○ロイロノート→ロイロノートで作成したワークシートを送信したり、児童が 

書いたノートを回収したりするため。 

○デジタル教科書→児童へ提示するため。 

○大型テレビ→電子黒板の代用として使用。 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入（１０分） 
①情報と情報をつなげるための四つの型（例・定義・共通点・理由）を確認する。 
②本時のめあてを確認する。 
③ロイロノートのワークシートを使って、四つの型の問題を解く。 
 
展開（３０分） 
①課題１を確認し、情報と情報をつなげて書く活動をする。（ロイロノートに記入する） 
②課題１で書いた文章をお互いに確認する。（交流） 
③課題２を確認し、共通点がないか調べる。 
④課題２で見つけた共通点を使って、情報と情報をつなげて文章を書く活動をする。（ロ
イロノートに記入する） 
⑤課題２で書いた文章をお互いに確認する。（交流） 
⑥本時のまとめをする。 
 
ふり返り（５分） 

①ロイロノートのアンケート機能を使って授業のふり返りをする。 

 

指導上の 

留意点 

 

 

 

 

○課題に取り組む時間を十分に確保できるようにする。 

○iPad の操作等に時間を取られないように工夫する。 
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学 校 名 浦添市立内間小学校 授 業 者 世名城盛大

対 象 学 年 情緒学級３・４・５年 教 科 等 国語

単 元 名 詩の工夫を楽しもう

ＩＣＴ環境 □電子黒板 ■iPad（   ）  □AppleTV
□実物投影機 □デジタル教科書

□デジタルコンテンツ（ ロイロノート ）  □その他（   ）

本時のめあて 詩を発表しよう

ＩＣＴ機器の

活用場面

・紙面で字の配置やイラストなどをイメージした詩をロイロノートにデジタル化

してテレビに詩を表示しながら発表する

指導の流れ
１、ワークシートで詩を作る  

・字のサイズ、配置、色、イラストなども意識して作る。

２、詩をロイロノートで作る

・文字の入れ方や大きさ、色の変え方等ロイロノートの使い方を説明する

・インターネットからイラストをコピー・ペーストする方法を説明する。

３、詩を発表する

・詩の工夫を伝えながら発表する

４、詩の工夫を楽しむ

・友達の詩を見たり聞いたりして詩の工夫を楽しみ、感想を伝える

指導上の

留意点

・操作に慣れさせるために日頃からタブレットに触れさせる

・特別支援学級は保管庫が無いため、日頃から使用させるには、充電していな

かったり移動教室時の忘れや落下、協力学級保管庫での管理・施錠などに必要以

上に手間がかかった。
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学 校 名 浦添市立浦城小学校 授 業 者 下地 智徳 

対 象 学 年   ６年 教 科 等 社会科 

単 元 名 武士の政治が始まる  「元との戦い」 

ＩＣＴ環境 □電子黒板 □iPad（ロイロノート クラスルーム） □AppleTV

□実物投影機 □デジタル教科書

□デジタルコンテンツ（ ）  □その他（ ） 

本時のめあて 元との戦いとその後の幕府と御家人の関係をとらえることができる。 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

ロイロノートによる操作活動と情報共有に場面において、classroom アプリを活

用することで授業の効率化を図る。

・日本の武士と元の戦いの画像を見てき付いたことを画像に直接入力。

・元寇後の漫画の吹き出しを考えて情報の共有を図る。

指導の流れ 

1 問題把握 

元軍と日本の武士との戦いの様子を見て、学習課題をつかむ。 

※写真資料を提示する際、はじめは武士の拡大から始まり、そのあと元軍をみ

せることで児童の興味をひく。

C:日本の武士と格好が違う？ 日本人じゃない？

2 めあて 

3 「蒙古襲来絵詞」から元軍と武士の戦いの様子

を読み取る。 

4 元寇後の幕府と御家人の関係を考える。 

5 まとめ 

６ 振り返り 

指導上の 

留意点 

・クラスルームで児童の活動を確認していき、活動が止まっている児童には、机

間指導によりアドバイスを行う。

・御家人の考えを出すことが難しいため、早めに考えができた児童の iPad の画面

を電子黒板に写しだし、思考を共有する。

元との戦いが幕府に与えた影響はなんだろう？ 
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学 校 名 

 
浦城小学校 

 
授 業 者 

 
城間 さやか 

 
対 象 学 年 

 
第１学年 

 
教 科 等 

 
算数 

 
単 元 名 

 
かたちづくり 

 
ＩＣＴ環境 

 

 ■電子黒板  ■iPad（ ロイロノート ）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 

本時のめあて 
①図形の変化に着目して、色板を動かすことができる。 

②ペアで考えた色板の動きを動画に撮り、全体共有し、同じ考えや考え方の違い

に気付く。 
 
ＩＣＴ機器の 

活用場面 
 

○問題の把握の場面で、電子黒板で移動する前の形を示し、よく観察させた後、 

移動後の図形を見せる。 

〇ペアで話し合う場面で、ペアで考えをまとめ、どのように色板を動かしたのか 

動画を撮る。 
 

指導の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１問題を把握する。      
２めあてを確認する。 

３問題を確認する。 

４全体で話し合う。 

 

 

 

 

５ペアで話し合う。 

 

 

 

★まずは一人で考えて、ペアに伝える。 

★ペアで考えをまとめ、どのように色板を動かしたのか動画を撮る。 

★ロイロノートで提出・全体共有し、他のペアの発表を聞き、同じ考えや考

え方の違いに気付く。 

６まとめ 

７振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
指導上の 
留意点 

 
 
 

〇１年生は背が低いため、動画を撮影するときは、手を高く上げたり、台に乗っ

たりして、上から撮影する必要がある。 

〇動きを説明しながら、動画を撮影させる。 

〇向かい合って撮るよりも、横並びで撮った方がよい。 

（もんだい）いろいたを１まいうごかして  
かたちをへんしんさせよう。 

ずらす 

まわす 

うらがえす 

電子黒板で移動する前の形を

示し、移動後の図形を見せる。 

 

ペアで考えをまとめ、どのように色

板を動かしたのか動画を撮る。 

他のペアの発表を聞き、同じ考

えや考え方の違いに気付く。 
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学 校 名 

 

浦添市立宮城小学校 

 

授 業 者 

 

川村 和幸 

 

対 象 学 年 

 

第３学年 

 

教 科 等 

 

算数科 

 

単 元 名 

 

「三角形」 

 

ＩＣＴ環境 

 

 

 

 ■電子黒板  ■iPad（ロイロノート・クラスルーム）  ■AppleTV 

 □実物投影機  ■デジタル教科書 

 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 

本時のめあて 

 

・色紙を使って二等辺三角形や正三角形をつくる方法を考える。 

 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

 

・二等辺三角形・正三角形の作成動画を撮影して、全体共有を行う。 

・ロイロノートを使って、正三角形を作成する動画に書き込みを行う。 

・児童同士の話し合いの際に、ipad の画面を見せ合ったり、カードを送り合う。 

・クラスルームを使って、児童の画面を電子黒板に簡易的に映したり、個々の進

捗状況を把握する。 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 算数用語の確認を行い、問題を把握する。 

  ・折り紙を見せて、折り紙の特徴（形が正方形）を確認する。 

  T：折り紙を使って、三角形が作れるかな？ 

 

② 二等辺三角形の作り方を全体確認する。 

 

③ めあての確認 

 

④ 正三角形ができる折り方を考える。 

 

⑤ 正三角形ができる折り方を確認し、その理由を考える。 

 

⑥ まとめ ＆ ふり返り 

 

 

指導上の 

留意点 

 

 

〇クラスルームを活用して児童の様子を確認し、児童の考えを全体共有する。ま

た、活動が止まっている児童には、机間指導を通して声掛けを行う。 

〇動画に線を書き込む機能を日頃から行うことが必要。 

〇説明の時や問題の確認の際には、ipad を閉じるという学級のルールを事前に確

認し、徹底をする。 
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学 校 名 

 
浦添市立 牧港小学校 

 
授 業 者 

 
山城 有司 

 
対 象 学 年 

 
６年 

 
教 科 等 

 
算数 

 
単 元 名 

 
場合を順序よく整理して 

 
ＩＣＴ環境 

 

 ■電子黒板  ■iPad（ロイロノート）  □AppleTV 
 □実物投影機  ■デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 

本時のめあて 

 

 
順序よく整理して、並べ方を調べよう 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

３つの並び方が何通りあるのか考える場面で、ロイロノートの思考ツールを活用 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 本時の課題を知る。 
  電子黒板に教科書の挿絵を映し場面のイメージを 

持たせる。 
  問題を映し、本時の課題を把握させる。 
 
２ めあての確認 
  「順序よく整理して、並べ方を調べよう」 
 
３ 個人学習 
  タブレットを操作して並び方を考える。 
  ※並び方を部屋分けしておく。 
 
４ 全体学習 
  電子黒板に数名の考えを映して並び方の確認をする。 
  順序を固定しながら 1 つずつ並び方を調べている 

共通点を見つけ、樹形図のかき方を確認する。 
 
５ 練習問題 
  ３桁の数字を並び替えてできる整数を探す。 
  ロイロノートの思考ツールを活用 
 
６ まとめ 
  「樹形図を使うことで、順序のある並び方を調べることができる。」 
 
７ 応用問題 
  樹形図を活用し、並び方を調べることができる。 
  ※ここではノートを使用し、樹形図を手書きでさせる。 
 

指導上の 
留意点 

・iPad は、思考ツールや発表の道具として活用し、基本的にはノートを活用する。 
・iPad を使用しない場合は閉じさせる等のきまりの確認をしておく。 
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学 校 名 

 

浦添市立仲西小学校 

 

授 業 者 

 

   當間  光 

 

対 象 学 年 

 

第５学年 

 

教 科 等 

 算数科 

 総合的な学習の時間 

 

単 元 名 

 

「プログラムを考えて図形をかこう！」 

 

ＩＣＴ環境 

 

 

 

 ■電子黒板  ■iPad（ロイロノート）  ■AppleTV 

 □実物投影機  □デジタル教科書 

 ■デジタルコンテンツ（ スクラッチ ）  □その他（          ） 

 

本時のめあて 

 

 

図形の特徴をもとに、作図のプログラムを考えよう。 

 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

 

・児童用端末にてスクラッチを開き、プログラムの作成を行う。 

・ロイロノートの提出箱に完成した図形のスクリーンショットを送る。 

・電子黒板やロイロノートを使って、考案したプログラムや図形を交流し合う。 

・友達のアイディアを受けて、さらにプログラムを改良する。 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 図形の特徴を確認する（正三角形、正四角形） 

  正三角形 ・３辺の長さがすべて等しい 

       ・内角の和が１８０° ひとつの角は６０° 

  正四角形 ・３辺の長さがすべて等しい 

       ・内角の和が３６０° ひとつの角は９０°（直角） 

② スクラッチの使い方を確認する。 

  １．クラウド版のスクラッチから「作る」を選択する 

  ２．「ペン機能」をオプションに追加する 

  ３．「緑の旗がおされたとき」に「１０歩動く」プログラムをかく 

    同様の条件で「ペンを下ろす」を追加し、線を引けるようにする 

③ 図形のプログラムをかく  

  １．１０歩を１０ｃｍとしたら１００ｃｍはどうしたらよいか 

  ２．一辺が１００ｃｍの正三角形をかくにはどうしたらよいか 

  ３．一辺が２００ｃｍの正四角形をかくにはどうしたらよいか 

  ※ 試行錯誤させる。完成した児童が他の児童に教え合う。 

④ 様々なプログラムを紹介する。 

  ・繰り返し機能をプログラムに取り入れたもの 

  ・ペンの色を変えたもの など 

⑤ かきたい図形を作図するプログラムに挑戦する。 

 
 

指導上の 

留意点 

 

○活動が止まっている児童には声をかけ、つまずきを解消する 

○児童から出た様々なアイディアを適宜共有し、プログラムのクオリティを 

 高めていく（トライアンドエラーの考えを指導する）。 

○説明や問題解決の際には iPad を閉じるというルールを徹底しておく。 
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学 校 名 浦城小学校 授 業 者 後眞地 祐太 
対 象 学 年 3 年 教 科 等 理科 
単 元 名 「明かりをつけよう」 

 
ＩＣＴ環境 

 

 □電子黒板  □iPad（         ）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 
 

豆電球と回路を使って、身のまわ りの物を比較しながら調べ、電気 を通す物と

通さない物とに分けて、結果を記録することができる。 
ＩＣＴ機器の 

活用場面 
予想と結果の考察において、明かりがつくものとつかないものをロイロノートの

シンキングツールで分けた。また、電子黒板に映し出して全体共有した。 
 

指導の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 学習課題を確認する。  
 
 
２ 身近な物で，どんな物が電気を通すか予想し、ロイロノートのシンキングツ

ールで予想を提出させる。予想を全体で共有する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 班ごとに実験を行う。  
 
４ 実験の片付けをする。 
 
５ 電気を通した物と通さなかった物をロイロノートで提出する。結果を全体で

共有する。缶の塗料が付着している箇所・ない箇所での違いについて考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 実験の結果から，電気を通す物と通さない物について話し，まとめる。 
 

 
指導上の 
留意点 

 

学級全員が全ての材料を用いて実験を行い、予想と結果をロイロノートに記録さ

せた。また、実験を行う前に導線でケガをしないように指導した。 

 

めあて 電気を通すものと通さないものを調べよう 

シンキングツールで明かり

のつきそうなもの・つかな

そうなものを左右に分け

た。 

結果は提出させ、全員結果が

ほとんど同じであることを確

かめた。缶については意見が

割れたため、全体でその理由

を考えた。 
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学 校 名 

 

浦添市立沢岻小学校 

 

授 業 者 

 

知念 誠 

 

対 象 学 年 

 

５年 

 

教 科 等 

 

理科 

 

単 元 名 

 

「物のとけ方」 

 

ＩＣＴ環境 

 

 

 

 ■電子黒板  ■iPad（Teams・Excel）  ■AppleTV 

 □実物投影機  □デジタル教科書 

 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 

本時のめあて 

 

〇ものがとける量について、観察、実験などを行い、得られた結果を基に考察し、

表現するなどして問題を解決している。 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

〇Teams と Excel を活用して実験結果を共有し、自分のグループと全体の結果を

考察する。 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【導入】 

①前時までの学習を振り返り、本時の課題、実験計画についてグループで確認。 

②グループでの計画を基に実験を行い、結果を記録する。 

③全体で結果を共有【ICT の活用】→Teams・Excel 

※結果は、グループでタブレットに記入し、全グループの結果を集約した表やグラ

フが見られるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

【展開】 

③共有した結果から水の温度を上げると溶ける量はどうなったのかグループで考

察する。 

【ICT 機器の効果的な活用】 

★ICT でグループ全体の実験結果を共有することで、たくさんのデータを基に考察

できる。 

          ※たくさんのデータを基に考察するので、自分達の実験の妥

当性や表やグラフを比較しての共通性を確かめることが

できた。 

 

                  

 

指導上の 

留意点 

 

 

〇前時に Teams・Excel の活用の仕方を学習し、表やグラフの見方を学習した。 

〇考察での話合いは２人１台でタブレットを活用し、ペア→グループ→全体と話合

いを広げていった。 
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学 校 名 

 

浦添市立沢岻小学校 

 

指 導 者 

 

知念 誠 

 

対 象 学 年 

 

６年 

 

教 科 等 

 

理科 

 

単 元 名 

 

「地球に生きる」 

 

ＩＣＴ環境 

 

 

 

 □電子黒板  ■iPad（ロイロノート）  □AppleTV 

 □実物投影機  □デジタル教科書 

 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 

本時のめあて 

 

〇沖縄の環境について調べ、自分たちができることを考えよう。 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

〇オンライン授業期間の学習のまとめとして、調べたことを整理して自分の考えを

ロイロノートにまとめて作成。 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇オンライン授業期間の単元のまとめをロイロノートで整理し自分の考えをまと

める学習をしました。 

①資料「おきなわの環境」をロイロノートで配布。 

 

②資料を読んで関心をもった環境問題についてまとめ、今後の暮らしの中で、自分

達に何ができるかを考えた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教師が作成したレイアウト】   【児童自身がレイアウト】 

 

※ロイロのノートの提出箱で回答を共有することで、書くことが苦手な児童でも友

達の作品を確認しながら仕上げることができた。 

 

 

指導上の 

留意点 

 

 

 

〇普段からロイロノートを活用して授業を行うことで、オンライン授業でも抵抗な

く学習することができた。 

〇教師自身がレイアウトを作成し見本として提示することで、書く内容が苦手な児

童でも参考にしながら仕上げることができた。 
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学 校 名 

 
当山小学校 

 
授 業 者 

 
大城 康一 

 
対 象 学 年 

 
3 年 

 
教 科 等 

 
体育 

 
単 元 名 

 
プレルボール 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 □電子黒板  □iPad（ ロイロノート ）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 
本時のめあて 

 

 
・チームで作戦を工夫してゲームを楽しもう 

Ｉ ＣＴ 機器 の

活用場面 
 

①互いの動きを見合うカメラとして・・iPad 

②ふりかえりの確認と、作戦を話し合うためのツールとして・・ロイロノート 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

指導上の 
留意点 

 
 

 
・ロイロノートの作戦ボードを使って、今日の計画 
 を確認・実践する 
 

・体育でタブレットを使用する時は保管場所の確保 

 が必須である 
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学 校 名 

 
浦添市立 前田小学校 

 
指 導 者 

T1 石川 肇 
T2 屋比久 恵吏 

 
対 象 学 年 

 
２年生 

 
教 科 等 

 
図工 

 
単 元 名 

 
「ふしぎなたまご」 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 ☑電子黒板  ☑iPad（         ）  ☑AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  ☑その他（ビスケット） 

 
本時のめあて 

１校時 工夫してたまごのいろを塗ろう 
２校時 タップしてたまごをふかさせよう 

 
ＩＣＴ機器の 

活用場面 
 

iPad を用いてふしぎなたまごの絵を描く。 
タップしてたまごが孵化するプログラムをつくる。 
たまごに動きをつけて、たまごゲームを楽しむ。 
 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１時間目 
１．動画を視聴してプログラミングを学ぶ意欲を高める。 
２．LINE スタンプを紹介して、iPad で絵を描く意欲を高める。 
３．中から生まれてくる物を想像しながら卵を描く 
４．中から生まれてくる物を描く 
２時間目 
１．プログラミングツールのメガネを用いて、タップしたらたまごから中身が生

まれてくるプログラムを作成する。 
２．タップすると逆に卵に戻ってしまう画面を見せ、プログラムを考えさせる。 
３．たまごに動きをつけ、卵孵化ゲームを作る。 
４．友達のゲームをプレイしてみるよう、促す。 
５．卵の動く速さを変化させるプログラムを考えさせる。 
６．まとめ、ふりかえり 

 
 
 

 
指導上の 
留意点 

 
 
 

どうメガネを使ったら良いのかなかなか気づけない児童も一定数いるので、お友

達が教えにいく雰囲気をつくる。 
クレヨンで描いた「ふしぎなたまご」はどうだったか、図工の時間のふり返りを

促す。 
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学 校 名 

 

浦添市立沢岻小学校 

 

指 導 者 

 

知念 誠 

 

対 象 学 年 

 

５年 

 

教 科 等 

 

社会・国語 

 

単 元 名 

国語「きいて、きいて、きいてみよう」（話す・聞く） 

社会「自然条件と人々のくらし」 

 

ＩＣＴ環境 

 

 

 

 □電子黒板  ■iPad（Pages）  □AppleTV 

 □実物投影機  □デジタル教科書 

 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 

本時のめあて 

 

国語→目的や意図に応じて話の内容を捉え、インタビューしたり、報告し合ったり

する。報告文を Pages でまとめる。 

社会→学習のまとめとして、自分が関心をもった地域の気候や地形の特色をまとめ

る。 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

〇国語では報告文、社会では学習のまとめとして Pages のアプリを活用してまと

めた。 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】「きいて、きいて、きいてみよう」（話す・聞く） 

①３人グループで役割「聞き手」「話し手」「記録者」を交代しながらインタビュ

ーをする。 

②インタビューで記録したことを報告文でまとめる。 

 

【社会】「自然条件と人々のくらし」 

①オンライン授業期間だったので、Pages を活用して学習のまとめをした。 

②教科書以外にもネットを活用して調べることで、よりくわしくまとめることがで

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】            【社会】 

★Pages のよさ★ 

〇レイアウトがしっかりできているので、写真が挿入しやすく、学級全体で型を統

一することができました 

指導上の 

留意点 

 

〇学習で活用することで、児童がいろいろ場面（係活動用紙・学級新聞等）で活用

するようになった。 

 

インタビューした人の名前 

インタビュー

した人の 

顔写真 
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学 校 名 

 

浦添市立沢岻小学校 

 

指 導 者 

 

知念 誠 

 

対 象 学 年 

 

５年 

 

教 科 等 

 

国語、理科、外国語、音楽 

 

単 元 名 

 

 

 

ＩＣＴ環境 

 

 

 

□電子黒板  ■iPad（マチアルキ・iMovie）  □AppleTV 

□実物投影機  □デジタル教科書 

□デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 〇コロナ禍でできない授業参観を学級通信【マチアルキ】で発信しよう！！ 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

〇学校での学習の様子を写真や動画で保存し、iMovie を活用して作成する。 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マチアルキ作成までの流れ】 

①普段の学習の様子を iPad で撮影して写真や動画として保存する。 

 

②iMovie で編集【１０分以内位】 

 

③マチアルキで配信 

→配信できるデータ容量が決まっているので、調整しながら作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④学級の iPad でマチアルキの活用の仕方を学習して、家庭でも見られるようにす

る。 

 

★学級の様子を授業以外の行事等もマチアルキで伝えることで、学級全体の様子を

伝えることができた。保護者にも好評でとてもよかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

指導上の 

留意点 

 

 

 

〇iMovie の使い方を児童に指導することで、１学期後半から自分達で、動画を作

成、編集することができた。 

 

 

 

 

★学級通信の一部を画像（QR コードみたいなもの）

としてマチアルキアプリのカメラで読み込むこと

で動画が見られるようになる。 

【スマホ・タブレットでも可能】 
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学 校 名 

 

浦添市立宮城小学校 

 

授 業 者 

 

長賀 千乃 

 

対 象 学 年 

 

第６学年 

 

教 科 等 

 

特別活動 

 

単 元 名 

 

中学校へ、将来に向けて～これからの生き方～ 

 

ＩＣＴ環境 

 

 

 

 ■電子黒板  ■iPad（ロイロノート）  ■AppleTV 

 □実物投影機  □デジタル教科書 

 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 

本時のめあて 

 

中学校や将来へ向けて、今からできることを決めよう 

 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

 

・事前アンケート 

・新たな期待や不安をロイロノートに書く（さぐる） 

・楽活に決めたことを写真に取り、ロイロノートに共有（決める） 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．中学校生活に向けた期待と不安について話し合う。（つかむ） 

・事前に、アンケートをロイロノートで答えておく。 

・友達も期待や不安をもっていることに気付かせ、不安や悩みへの問題を解決し

ていこうとする意欲を高める。 

 

 

２．小学校と中学校の生活や、勉強の違いについて話し合う。（さぐる） 

・小学校と中学校の生活や、勉強の違いについて、調べたことを出し合う。 

・新たな期待や不安なことを書く。（ロイロノートで共有） 

 

 

３．中学校入学に向け、今からできることについて話し合う。（見つける） 

・「将来なりたい自分」に近付くために、どのような中学校生活を送りたいか、

今からどのようなことに頑張ればよいか考える。 

 

 

４．中学校や将来に向け、今から頑張ることを決め、発表し合う。（決める） 

・具体的な目標を設定するように助言し、児童が意識して実践できるようにする。 

（楽活に決めたことをロイロノートで共有） 

 

 

 

 

 

 

指導上の 

留意点 

 

 

・各教科でも、iPad やロイロノートの使用に慣れさせておく。 

・iPad の使用する際の事前のルールを確認する。 
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学 校 名 

 

浦添市立 港川小学校 

 

授 業 者 

 

下地 勝大 

 

対 象 学 年 

 

３年 

 

教 科 等 

 

特別活動（１） 

 

単 元 名 

 

学級旗に書く言葉を決めよう 

 

ＩＣＴ環境 

 

 電子黒板  iPad（ロイロノート）  □AppleTV 

 □実物投影機  □デジタル教科書 

 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 

本時のめあて 

 

 

運動会を盛り上げるために、学級旗に書く言葉をどうするか。 

 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

 

事前：アンケートを使い、書きたい単語を募集する。 

本時：単語をまとめて文を作る際に、テキストカードを送らせて電子黒板で共有

しながら発表させる。 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ アンケート結果の確認 

 □ロイロノートのアンケートで集計した結果を、電子黒板に映して確認する。 

 □上位の言葉は黒板にも書いておく。 

 

 

２ 本時の議題、めあての確認 

 

３ 話し合い 

 「学級旗にどんな言葉を書くか」 

 ①自分が選んだ単語の良さや、選んだ理由を発表する。 

②互いの意見や理由を比べながら、学級にあった言葉は何かを検討する。 

 ③いくつかの単語をつないでつくった言葉を出し合う。 

□考えた言葉を、テキストカードに書いて送らせ、電子黒板で共有する。 

 ④出ている意見から選んだり組み合わせたりしながら、合意形成を図る。 

□シンキングツールを用いて分類し、比較する手立てにする。 

    

 

４ ふり返り 

 

 

指導上の 

留意点 

 

 

□アンケートにて出た単語をテキストカードにして児童に送ることで、学級旗に

書く言葉を組み立てやすくする。 

□考えた言葉を入力する時以外はタブレットを閉じておき、話し合いへの参加が

おろそかにならないよう指導する。 

□一つの意見に対して賛成・反対意見が集中している時など、必要に応じて教師

が話し合いを整理しながら進める。 
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学 校 名 

 

浦添小学校 

 

授 業 者 

 

野原 彩綾 

 

対 象 学 年 

 

４年 

 

教 科 等 

 

特別活動 

 

単 元 名 

 

ピカピカそうじ大作戦 

 

ＩＣＴ環境 

 

 

 

 ■電子黒板  ■iPad（ロイロノート）  □AppleTV 

 □実物投影機  □デジタル教科書 

 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 

本時のめあて 

 

 

・そうじのよさを見つけて，自分にできることを決めよう。 

 

 

ＩＣＴ機器の 

活用場面 

 

 

・清掃の大切さに気づき，取り組んでいきたいことを意思決定し，情報共有する

場面でロイロノートを使用。 

 

 

指導の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．自分の掃除への取り組み方について，問題意識を高める。 

事前に，ロイロノートでアンケートに答えておく。 

自分の掃除への取り組み方について振り返り，出来ている部分と，まだ努力

が必要な部分に気付く。              

２．めあての確認。 

  そうじのよさを見つけて，自分にできることを決めよう。 

３．掃除をするときの気持ちを考えて話し合う。 

４．これから，どのような気持ちで，どのように掃除をしていくのか意思決定を

する。 

  楽しい学校生活や動画で掃除のプロから学ぶ。 

  意志決定したことをロイロノートで共有。 

５．学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

指導上の 

留意点 

 

 

・日常的に各教科でも，タブレットやロイロノートの使用に慣れさせておく。 

・話を聞く時は，Ipad を操作しないなどの事前のルールを確認し，メリハリをつ

けさせておく。 

 

 

意志決定後、ロイロノートで情報共有している場面 

・お友達の考え

も見てみよう。 

33



 
学 校 名 

 
浦添市立 前田小学校 

 
授 業 者 

 
石川 肇 

 
対 象 学 年 

 
知的たんぽぽ学級（１４５年） 

 
教 科 等 

 
生活単元 

 
単 元 名 

 
みんなで美ら海水族館をつくろう 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 □電子黒板  ☑iPad（ビスケット）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（   ）☑その他（プロジェクター         ） 

本時のめあて みんなで協力して、美ら海水族館をつくることができる 
 
ＩＣＴ機器の 

活用場面 

iPad を活用して、個人で魚を描き、動きをつける。 
みんなの描いた魚を画面合成で一気に泳がせて、どれが自分の描いた魚なのか、

発表する。 
 

指導の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．動画を観てプログラミングを学ぶ動機付けをする。 
２．iPad を使って、魚を描き、プログラミングツールのメガネを使って魚を動か

す。 
３．プロジェクタに映し出された合成画面で、どの魚を自分が描いたのか発表す

る。 
４．多様性（いろんな魚がいて素敵）の話をして、１匹目とは違うデザインの魚

を描き、泳がせる。 
５．２匹目の魚を発表する。 
６．魚をジグザグに動かす方法を伝え、３匹目の魚を描かせる。 
７．３匹目に描いた魚（ジグザグに動く）を発表する。 
８．まとめ・ふり返り 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

指導上の 
留意点 

 
 
 

魚をデザインできない児童のために、ダンボールで作った魚の台紙を用意する。 
 
多様な種類の魚が描けるよう、魚の印刷された下敷きや絵本を用意する。 
 
本時以前に「多様性の良さ」について触れておく（ESD の視点） 
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学 校 名 

 
浦添市立 前田小学校 

 
指 導 者 

 
石川 肇 

 
対 象 学 年 

 
１、３、４、５年 

 
教 科 等 

 
生活単元 

 
単 元 名 

 
ミニトマトの収穫をプログラミングしよう！ 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 □電子黒板  ☑iPad(ビスケット   ）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
□デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 
本時のめあて 

 

 
プログラミングツールを用いてミツバチを動かし、受粉や収穫を表現することが

できる。 
 

 
ＩＣＴ機器の 

活用場面 
 

生活単元におえるヒカンザクラの観察やミニトマトの栽培を、ロイロノートを

用いてふり返る。 
 ビスケットを用いてヒカンザクラの受粉やミニトマトの収穫を表現する。 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロイロノートのカードを用いて、ヒカンザクラの観察をふり返る。実のなる種類

のサクラ（セイヨウミザクラ）等も紹介し、サクラの花の色の違いを確認。 
ビスケットでミツバチを動かす、ミツバチが花に触れると実ができる、実をタッ

プすると収穫できる…というプログラムを組み、実際にテレビ画面でもプログラ

ミングしてもらう。 
 
ロイロノートのカードを用いて、ミニトマトの栽培活動をふり返り、熟していな

い緑色の実には毒のあることなどを知る。 
ビスケットでミニトマトの受粉、青い実から赤い実への変化、赤い実の収穫を表

現する。 
 
ふり返りの発表。 
自由に自分で描いた絵を動かす活動を行う。 
 

 
 

指導上の 
留意点 

 
 
 
 

発達段階の違いが大きいので、今までの生活単元学習のふり返りの内容理解が難

しい児童がいた。また、提示用の教師の iPad がカメラ（QR コード読み取り）、

ロイロノート（資料提示）、ビスケットと、３つのアプリを動かしながら HDMI
ケーブルで接続していたためか、ビスケットの操作が安定しなかった。 
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 R3  ICT 活用実践事例                         沖縄県浦添市 
 

学 校 名 
 
神森小学校 

 
授 業 者 

T１ 渡口 政尚 
T２ 栄養士 

 
対 象 学 年 

 
第３・４・６学年 

 
教 科 等 

 
自立活動 

 
単 元 名 

 
好き嫌いなく食べよう ～黄・赤・緑の働きを知ろう～ 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 □電子黒板  □iPad（         ）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（パソコン TV ） 

 
本時のめあて 

 

 
食事バランスのバランスについて考えよう 
 

 
ＩＣＴ機器の 

活用場面 
 

・パワーポイントを使って栄養素の役割を理解する 
・ロイロノートを使ってメニューを作成 
 
 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①前時の振り 返り  

・前時で作っ た自分のメ ニュ ーをロイ ロノ ート を活用し て提示し 、振り かえ さ せ

る 。 

 

②めあて 

 

③栄養士の話 

○栄養士さ んから 献立を考え る と きの工夫（栄養バラ ン スや一食の量など ）につ
いて聞く 。 

〇前時で作っ たメ ニュ ーを 振り 返り 、食事の組み合わせは、健康と の関わり が深
いこ と に気付かせる 。 
〇黄、赤、緑 3 つのグループを そろ え る こ と で、栄養のバラ ン スが整う こ と を お

さ え る 。 

 

④メ ニュ ー作り  

〇教師のメ ニュ ーを 全体で見直し 、各自の活動への見通し を 持たせる 。 
〇黄、赤、緑の栄養バラ ン ス や一食の量について考え ながら 作ら せる 。 
○第 1 時と 第２ 時のメ ニュ ーを 掲示し 、変容を捉え さ せる 。 

 

⑤ま と め 

〇ワ ーク シート に分かっ たこ と や頑張り たいこ と を 具体的に書かせ、実践への意

欲を 持たせる  

 
指導上の 
留意点 

 

○日常的にタブレットやロイロノートの使用し、ICT について慣れさせておく 
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学 校 名 

 
港川中学校 

 
授 業 者 

 
喜納豪士 

 
対 象 学 年 

 
中学３年 

 
教 科 等 

 
社会 

 
単 元 名 

第２章 個人の尊厳と日本国憲法 

第２節 人権と共生社会 

６ 「公共の福祉」と国民の義務 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 □電子黒板  □iPad（         ）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 
本時のめあて 

 

 
私たちは憲法上、どのような責任と義務を負っているのでしょうか。 
 

 
ＩＣＴ機器の 

活用場面 
 

紙媒体を使わずに学習用端末のみで授業を行う。 
 ・資料提示 ・意見発表 ・提出物 ・振り返り 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①【資料提示】【話し合い】資料１を提示し、それぞれのイラストについて、誰

のどのような人権同士が対立しているか、考えさせる。 

②【発問】人権同士の対立の解消法について問う。「資料①のように人権同士が

対立した場合、どのように解決すれば良いのだろう。」 

◆「公共の福祉」とは 

③【資料提示】【説明】資料２を提示し、日本国憲法の公共の福祉の考え方を説

明する。 

④【説明】【作業】資料１のそれぞれのイラストが資料３のどれに当てはまるか

を説明し、整理させる。 

◆人権の制限が許される場合 

⑤【作業】本文を参考に、国が一方的に判断して本の発行を禁止することができ

るようになると、どのようなことが起こるかを考えさせる。 

⑥【説明】公共の福祉によって人権を制限する場合は当事者への配慮が重要であ

ること、また、同じ自由権でも経済活動の自由と精神の自由とでは制限の程度が

異なることを説明する。 

◆国民の義務 

⑦【作業】国民の三大義務に関する規定、教科書の参考法令集の日本国憲法から

探させ、整理させる。 

 

⑧まとめ・振り返り 

◆本時の学習を振り返る。 
 

指導上の 
留意点 

 
教師の説明時間を短くし、生徒が意見交換をしたり、考えたりする時間を確保す

る。 
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学 校 名 浦添中学校 授 業 者 嶺井 政仁 
対 象 学 年 1 学年 教 科 等 理科 
単 元 名 光と音 

 
ＩＣＴ環境 

 □電子黒板  □iPad（         ）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

本時のめあて 振動している物体から出ている音は、何によって伝わるのだろうか。 
ＩＣＴ機器の 

活用場面 
導入：振動の様子を動画で共有 
発表：考察を全体で共有 
提出物：振り返りの提出課題管理 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

➀導入  【既習事項の確認】 

（7 分） （演示） ・ストロー笛（動画スロー再生）→音源はゆれることで音が発生する。 

          ・糸電話→糸がゆれることで音が伝わる。 

       ※「音源」と「振動」の言葉を説明。 

          ・２つの音叉 

おんさに糸をつなげ、教室の端から端へ音を伝える。 

【問題把握】 

      ◯２つの音叉（糸なし） 

       「糸がないのに音が伝わるのはなぜ？」 

         （生徒）「空気があるから。」 「空気が振動しているから。」 

              

 

  

②展開   

（10 分）  【予想】 

        生徒「空気（声が聞こえているから）。 

ガラス（大きな音が鳴った時震えていたから）。 

金属。」 

 【実験】（空気がない状態で音は伝わるのか） 

       １,おんさ間に板を置く 

       ２,真空状態 

３,水の中 

（5 分）【結果】 

（20 分）【考察】それぞれの実験で結果からわかることをロイロノートで整理 

（音について観察から気づいたことを出させる） 

班ごとの発表用ホワイトボードに記入 

      ※考察の型        ～と予想した。  

～という結果から  

「音は ～ ように伝わる」と考えられる。 

（５分） 【演示】 

◯水の振動 →音は波のように伝わる 

 

③まとめ  音は（糸だけでなく、金属や水、空気など様々な物体を振動させることで波とし

て）伝わる。 

（10 分）  

【振り返り】 授業を通して 

「！分かったこと ？疑問に思ったこと ☆できるようになったこと」 

指導上の 
留意点 

◯指示があるまではタブレット端末は閉じて寝かしておくよう普段の授業から

指導しておく。 
〇振動の様子は時間の関係上前もってとっておく。 

 

 

めあて 「振動している物体から出ている音は、何によって伝わるのだろうか。」 
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   学 校 名   神森中学校 指 導 者    南 武志 

対 象 学 年   中2 教 科 等   理科 

単 元 名  電気の世界 

ＩＣＴ環境  ■電子黒板  ■iPad（         ）  ■AppleTV 
 □実物投影機  ■デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  ■その他（ Numbers ） 

本時のめあて   電熱線の発熱と電力の関係がわかる 
 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

 実験においてNumbersシートにデータ入力を行い、グラフを作成し、近似直線を引く 
 

指導の流れ 
 

1.授業準備として時間ごとの温度を入力することで温度変化を算出するNumbersシー

トを作成する。(教師側) 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.回路を組み、電熱線による1分ごとの温度上昇をNumbersシートに入力する。 
 
3.算出された温度変化に応じてグラフエリアに自動的に数値がプロットされ、データ

が取得できる。そのデータをもとに、近似直線を引き、グラフを作成する。 
 
4.グラフを共有し、電熱線の発熱と電力の関係を 

考察する。 
 
           実際に作成したグラフ → 

指導上 
の 

  留意点 

・グラフを作成するための手順をしっかりと生徒に事前に把握させておくことが重

要。 

 
・Numbersシートを事前に作成する際、入力しやすいように工夫する。 
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学 校 名 

 
浦添市立 神森中学校 

 
授 業 者 

 
宮城 尚久 

 
対 象 学 年 

 
中学２年 

 
教 科 等 

 
美術 

 
単 元 名 

 
鑑賞 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
☑電子黒板  ☑iPad（         ）  ☑AppleTV 

 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 
本時のめあて 

 

・絵画を鑑賞して、感じたことを元に物語を作ろう。 
 
 

 
ＩＣＴ機器の 

活用場面 
 

〇iPad→コロナ禍の現状での話し合い活動の充実を図る為。 
〇ロイロノート→鑑賞して感じたことをテキストで描き込む。テキストをグルー

プ間送信する。鑑賞のまとめを提出する 
〇電子黒板→各グループで話あった内容を全体に提示する。 
 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．生徒のロイロノートに【ワンドリューYS の作品：クリスティーナの世界】

を配布する。 
２．個人活動 
【クリスティーナの世界】の絵画から感じ取れることを【いつ・どこで・だれが

・なにをしているか】の視点でテキストに書き込み、X チャートに分類分けする。 
３．グループ活動 
・個人で分類したテキストをグループの代表に集約する。 
・グループで出た【いつ・どこで・だれが・なにをしているか】のテキストの内

容を皆で話し合い、【クリスティーナの世界】への物語を膨らませる。 
・集約した内容まとめ PMI シートに物語を作っていく。 
４．各グループで感じた【クリスティーナの世界】の物語を発表し合う。 
５．まとめ 
本授業で感じたことをまとめ、ロイロノートに提出する。 

 

 
指導上の 
留意点 

 
 

・作品【クリスティーナの世界】や作者の【アンドリューYS】への情報は伝えず。

自分自身が感じたままに感想を書けるように促す。 
・ロイロノートでのテキストの書き込みが不十分の生徒へのフォローを行う。 
・お互いの感想を受け入れる授業雰囲気を作る。 

   

40



 
学 校 名 

 
仲西中学校 

 
授 業 者 

 
 沖本 群太 

 
対 象 学 年 

 
 1 学年 

 
教 科 等 

 
 総合 

 
単 元 名 

 
 

 
ＩＣＴ環境 

 
 

 
 ☑ 電子黒板  ☑ iPad（         ）  ☑ AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  □その他（          ） 

 
本時のめあて 

 

 
いろいろな職業を調べてみよう 

 
 
ＩＣＴ機器の 

活用場面 
 

 Forms を使ったアンケート 
 クラスルームで生徒の活動の把握 
 スクールワークで課題の一斉回収、共有 
 時計でタイムマネジメント 

 
指導の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① Forms を使い生徒の職業観・勤労観のアンケートを取る。 

 
② アンケート結果のグラフデータを電子黒板で表示し、クラスの職業観・勤

労観の現状を皆で確認する。 
 

③ 調べ学習で使うサイト「13 歳のハローワーク」の説明を行う。 
 

④ クラスルームのナビゲート機能を活用し、生徒を「13 歳のハローワーク」

に誘導する。 
 

⑤ 生徒が気になる職業について調べさせ、ワークシートに記入させる。 
 

⑥ スクールワークでワークシートを提出させ、調べた内容を発表させる。 
 

⑦ 他の生徒の発表を聞き、気づいた事や感じた事を振り返りシートに記入さ

せる。振り返りシートは、スクールワークで提出させる。 
 

⑧ スクールワークで回収した振り返りを電子黒板に表示し、発表させる。 
 

 
指導上の 
留意点 

 
 
 

・事前に Forms でアンケートを作成し、アンケートに繋がる QR コードを取得し

ておく。Forms ではアンケート結果が自動的にグラフ化される。 
・電子黒板に生徒の注目を集めるために、クラスルームで生徒端末をロックする。

・事前に Safari のブックマークにサイトを登録しておき、クラスルームで全生徒

端末をそのサイトにナビゲートする。 
・時計アプリをマルチタスクで使用し、タイマーを表示する。 

41



  

学 校 名   神森中学校 指 導 者   南 武志 

対 象 学 年   全学年 教 科 等   全教科 

単 元 名   ロイロノートを用いた提出物管理 

ＩＣＴ環境  □電子黒板  ■iPad（         ）  □AppleTV 
 □実物投影機  □デジタル教科書 
 □デジタルコンテンツ（        ）  ■その他（ ロイロノート ） 

本時のめあて  ノートの提出や、毎時間の振り返りをロイロノートで管理する。 

ＩＣＴ機器の 
活用場面 

 ロイロノートの提出箱を用いて、生徒の日々の提出物を管理、評価、フィードバッ

クを行う 

指導の流れ  活用例1.振り返りシートの管理 

 ロイロノートのテキストカードで振り返り

シートを作成し、毎時間提出させる。 

 ・主体的に学習に臨む態度の評価項目として

活用 

 ・生徒の質問などにコメントを書き込み返却

することで理解を深める 

 

活用例2.ノート提出 

 ロイロノートの写真カードでノートの写真を

とり、提出させる 

 ・定期試験後のノート回収不要 

 ・未提出者がわかりやすい 

 ・評価して返却することで生徒へのフィード

バックが容易 

 

指導上の 
留意点 

 
・振り返りシートを事前に作成しておく 
 
・写真を撮らせて提出させる際は、どこの写真を撮るかをしっかりと指示する。 
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